
生物工学第87巻6号（2009）

日本生物工学会のゆくえ
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競争と変革がオンパレードの世相の中で，日本生物工学会も大きな影響を受け，その将来についてよく

考える時期がきているように思います．このようなことは何も本会に限られたことではなく，多くの学会

にあてはまるのも事実です．私が本会大会（当時は醗酵工学会）に初めて参加させていただいたのは，ポ

スドク生活を終え名古屋大学工学部にお世話になった昭和59年だったと思います．田口久治先生が会長で，

大阪の日本生命中之島研修所で行われ，発表会場も2つか3つ，参加人数も数百人程度で宿泊も同じ場所，

朝から晩まで皆一緒でした．なかなかアットホームな雰囲気で御年長の先生方におかれましては，懐かし

く思われる先生も多いと思います．その数年の後には学会の発展とともに中之島での開催が困難となり，

また学会の全国展開に伴い，平成元年の名古屋を皮切りに徐々に全国各地で大会が行われるようになった

のは皆様がご存知の通りです．そんな折の平成4年頃，当時副会長の今中宏先生のお取り計らいで理事，編

集委員の合同合宿が開かれ，会名変更や学会誌の月刊化が審議されました．活発にまた時には本音で議論

して酒を飲んだ後，皆で大広間に雑魚寝をしました．当時編集委員であり，何もわかっていなかった私が

永井会長に，なぜ理事と編集委員が合宿するのかと質問したところ，醗酵工学会で評議員を除けば，役員

は理事と編集委員だけだという返事でした．今考えると学会の体制も小さく，皆で意見が言い合えた風通

しの良い懐かしい時代であったと言えるかもしれません．

その後，諸先輩のご努力で会名を「日本生物工学会」へ変更，全国に支部がつくられるとともに，アジ

アへの展開がはかられ，アクティビティーもあがってまいりました．その結果，醸造や生物化学工学に加

えて，応用微生物学，応用酵素学などで確固たる地位を築いてきたと考えております．最近では，社会的

要請から盛んになってきた環境関連の研究をはじめ，時代の流れとも言える動植物培養細胞，医用工学，

ナノテクノロジーの研究も増え，その守備範囲も広がっています．最先端の研究に関わり，科学の発展を

牽引することはアカデミアサイドからすれば喜ばしいことですが，研究の方向性が産業のニーズから少し

ずれてきている面もあると感じています．醸造分野では以前から問題となっていたことですが，最近では，

微生物のみならず動物細胞においても培養工学の研究テーマが激減してきています．企業の研究者の方か

ら，「培養法について大学の研究者と議論したいが，やっている人がいない」といった苦言を伺うことがあ

ります．これは私自身にとっても耳が痛い話です．食品や培養関係の，言葉は悪いかも知れませんがいわ

ゆる「オールドバイオ」に携わる大学人はヨーロッパにはまだ多くいます．国民性の違いというものでしょ

うか．

学会は，学問の進展をはかり，情報交換などを通じて社会へ広く利益を還元することを使命とすること

はいうまでもありません．さらに JBBのインパクトファクターがますます上昇し，また本会がアジアをリー

ドする学会になれば，まわりまわって会員の皆様のお役に立てることはまちがいないと考えており，これ

を推進する所存です．それとともに20年前のあの雰囲気，仲間意識と言っても良いのかもしれませんが，

これも大切と考えます．あくまでも理想ですが，学会のいたるところで，会員間でいろいろな交流がはか

られ，自由に意見が交換できればすばらしいと思います．このような人のつながりが，その後いろいろな

分野や局面で大きな発展をもたらすこともあり得ると思います．本会が現在抱えている問題の一部もこの

ようなことで解決の糸口が見つかるかもしれません．もちろん今でも若手会や研究部会などはありますが，

賛助会員，企業会員間でも何か交流ができないかなと思います．現在，公益法人化への移行に伴い学会の

組織や運営を大きく変える必要に迫られており，このような会員間の交流を考えられないか，頭をよぎっ

た思いを綴った次第です．


